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医療安全のための組織体制
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医療安全管理に関する委員会活動


①　医療安全管理委員会（月１回開催） 
②　医療安全対策委員会（週１回開催、朝８時から） 
　　　　８人の病院スタッフで構成 
　　　　毎週、ヒヤリハットと医療事故の症例を検討し 
　　　　迅速に対策を講ずる 
③　医療安全カンファレンス（月１回開催、各部署で開催） 
　　　かれ専任リスクマネージャーも参加） 
　　　　医局に対しては、医局会で１ヶ月のヒヤリハット 
          報告から抜粋して提示し、改善策を伝える 
　　　　看護部門は独自に医療安全研修会を実施
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ヒヤリハット主な項目の比較


２０年度
 ２１年度
 全国平均


件数
 ６４５件
 ６５７件
 ー


注射・点滴
 １９％
 １６％
 ３１％


投薬
 １３％
 １７．７％
 １３％


転倒・転落
 １２％
 １４％
 １６％


患者間違い
 ７％
 ５．４％
 ー
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　Ｈ１８．６に、院長が、全職員を集め、病院全体で医療 
安全に取り組むことを誓う「医療安全宣言」を行った。 

　その一環として、「患者誤認回避」のための具体的な 
対策、患者さん本人に名前を名乗っていただくことを病 
院として取り組むことが決定された。
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  患者確認（患者に名前と生年月日を言ってもらう）を
医療安全マニュアルの各項目に明記する 

  患者確認の場面の設定：外来診察・処置時、手術、
検査、点滴・注射、輸血、採血、ＩＤｶｰﾄﾞ受け渡しなど 

  患者と医療者の協同によるﾌﾙﾈｰﾑの確認の方法 
　　　医療者はまず挨拶自己紹介をする 
　　　「誤認防止のためにお名前をお願いします」と 
　　　患者に問いかけ、それに答えて患者は、ﾌﾙﾈｰﾑ 
　　　で名前と生年月日を伝える 
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  全職員（常勤、非常勤、派遣、委託業者）への周知 

  患者・市民への周知：入院時ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、患者用
ﾎﾟｽﾀｰの掲示（外来全診察室のﾄﾞｱ、外来受付ｶｳ
ﾝﾀｰ、ﾅｰｽｽﾃｰｼｮﾝ等）、入院案内に氏名確認の趣
旨説明、栗原市の広報誌への掲載等 

  活動の評価：聞き取り調査、アンケート調査 
  同姓同名患者を同じ病棟に入院させない
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外来プラズマディスプレイへの掲示
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お名前と生年月日
をお願いします


お名前、生年
月日を教えてく
ださい
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 患者確認のために、医療関係者からﾌ
ﾙﾈｰﾑの確認をされたかどうか、患者さ
んに聞き取り調査を実施した 

 入院患者さんについて、２００７年３月、２
００８年３月と８月、２００９年３月、８月の
５回実施 
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入院時オリエンテーションで、看護師から注射・輸血・
採血の際に、その都度お名前を名乗って頂くことの説
明をうけましたか。
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入院患者
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注射・点滴実施時、または交換時に名前を確
認されましたか
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入院患者
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採血実施時名前を確認されましたか
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入院患者
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毎回確認されることで
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入院患者
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 患者確認のために、医療関係者からﾌ
ﾙﾈｰﾑの確認をされたかどうか、患者さ
んに聞き取り調査を実施した 

 外来患者さんについて、２００８年８月、２
００９年３月と８月の３回実施 
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　当院では患者様を正しく確認させていただくために
ご本人・家族のかたに名前を名乗っていただいており
ますが、ﾎﾟｽﾀｰ掲示などでご存知でしたか？ 
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外来患者
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本日診察する前に医師に名前を名乗るよう
に言われましたか 
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外来患者
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本日採血実施時名前を名乗るよう言われまし
たか 
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外来患者
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本日放射線撮影時に名乗って頂くよう言わ
れましたか 
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外来患者
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本日会計時に名乗って頂くよう言われま
したか 
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外来患者
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毎回確認されることで 
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外来患者
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フリーコメント 
 何をするのも説明されるので安心

 子供のことは特に親に確認されると安心
する


 ドアに表示されているので聞かれる前に
自分から言う


 聞かれなかったが、自分から言った

 昨日もきてわかっているから聞かれな
かった


 良いことだと思う
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【場面】 
　・注射・点滴時・輸血実施前・点滴ボトル交換時・採
血時・食事配膳時・検査の説明時・入院時のアナム
ネ聴取時 

【行動】 
　　　①必ず名前を名乗ってもらう（●） 
　　　②名乗ってもらうが時々忘れる（●） 
　　　③時々は名乗ってもらっている（50%以下） （●） 
　　　④名乗ってもらうことはしていない（●） 
　　 ⑤無回答（●）
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看護師
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看護師


【©著作権者名】  
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【名乗ってもらうことを忘れたり、名乗ってもらわない 
のは何故ですか】 
１．患者さんの顔は分かっているからあえて名乗ってもらわない（36名：

29.7％） 
２．めんどうだから（1名：0.8％） 
３．自分は間違わないと思っているから（0名） 
４．名乗ってもらわないことは、事故防止にならないから（0名） 
５．忙しいときは、名乗ってもらっていない（20名:16.5％） 
６．その他 
　・こちらから患者の名前を言ってしまう 
　・つい忘れてしまう。忘れてしまう 
　・食札、ベッドネームで確認している 
　・検査時、ｱﾅﾑﾈ聴取時名乗ってもらうことを知らなかった 
　・内服や食事は省いてしまう 
　・ボトルの名前と注射箋を照合している
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　採血・点滴・注射での患者確認は、かなりで
きているが、内服薬投薬、食事配膳、アナ
ムネや各種の説明時には不十分になる
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 再度、患者確認の徹底をよびかける文書を
配布 

 各部署のカンファランスで徹底をはかる
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患者誤認防止の取り組みの結果
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  患者に名前と生年月日を名乗ってもらうことが 
　 かなり徹底されてきたが、部署による差や業務に
よる差がでてきているので、「患者誤認防止」を 
　 根気よく繰り返して徹底することが大切である 
  新採用者、途中採用者、復職者への指導も徹底 
　 して行う 
  聞き取り調査やアンケートを継続実施しフィード
バックしていく
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  “患者誤認”は命に直結する重大な医療事故につ
ながる可能性が高いので、全職員が「患者誤認
ゼロ」を目標に掲げて一貫して取り組む事が重
要である 

  同姓同名の患者誤認防止対策として、ﾌﾙﾈｰﾑと
併せて生年月日も確認することが重要である 

  そのためには日頃から、医療安全に対する職員
の取り組みを徹底させ、安全文化を醸成すること
が重要である。毎週１回開催している「医療安全
対策会議」が、その目的を達成するうえで、きわ
めて有効である 

  継続して取り組むことで、患者・市民の意識と行
動に変化が生じる 
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